
令和６年度 学校評価アンケート（12 月 2～9 日実施）の結果 

＜回答者数 児 童 ２６５名（85％） 保護者 １２５名（40％）＞ 
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こどもアンケート全体 令和６年 令和５年
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保護者アンケート全体 令和６年 令和５年

全体のふり返り 
 

＜やさしく＞子ども意識調査ではいずれの項目も昨年度よりやや下

がっており、次年度、励ます機会をどのように工夫するか考えてき

たいと思います。保護者の意識調査で「思いやりをもって接する」

がやや上がっており、児童に対する保護者の言葉かけや温かいまな

ざしが関わっていると予想しています。 
 

＜かしこく＞「最後まで話を聞く」が子ども意識調査で上昇しており、

聞くことの大切さを多くの児童が受け止めてきている表れと考え

ています。 
 

＜たくましく＞子ども・保護者ともに「外で遊ぶ」が昨年度より下が

っており、その理由や要因など地域や家庭と連携して探っていく必

要を感じています。 
 
＜学びのきそ＞子ども意識調査では昨年度よりやや下がってきてい

ますが、全校で取り組んできている汎用的資質の向上（キャリア在り

方生き方教育）で、児童がより意識して授業に臨み、自分の学びの姿

を律しようとする態度の表れではないかと考えています。 
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１年のふり返り 
「最後まで話を聞く」ことに関しては、4月から「 聞き方名人」 話し方名

人」の学習を継続的に行ってきた。入学当初は、相手の方に体を向けて目を

合わせるなど基本的なことから伝え、教師の話を最後まで聞くことを目標と

した。教師側も集中力が続きにくいという発達段階を理解した上で、伝えた

い内容のポイントを絞り短く簡潔な話し方を意識し、絵などの視覚的支援も

用いるなど工夫し、話を聞くことの必然性や必要感をもたせた。教師の話を

最後まで聞くというベースを作った上で、児童がお互いの話を最後まで聞く

というように段階を踏んで学習しそれが身に付いてきた成果であると考え

る。 

「思いやりをもって接する」「協力して行動する」「自分のよさを生かして

行動する」の項目に関しては、幼児期で培ってきた力を継続し、さらにレベ

ルアップできていると考える児童が多いのではないかと考える。幼稚園教育

要領や保育所保育指針に示される１０の姿をベースに、小学校に入学してか

らは、感情を表現するカードを使って子どもたちが自分の感情や他者の感情

に気づき理解する遊びを取り入れるなど SST「（ソーシャルスクールトレーニ

ング）の要素を含めた学習を行った。感情への理解が深まり、他者を思いや

る気持ちを育てることにつながった。 

また、毎日の生活の中で、感謝の気もちや「 ありがとう」の言葉を意識的

に使い、感謝の気もちを伝えることで相手への思いやりが自然と生まれる。

互いに伝え合う活動を通して、自分や他者のよさを見つけるきっかけになっ

ていると考える。つまり、幼児期で培ってきた経験や体験の基礎を踏まえた

小学校での継続的な取り組みにより、入学してからもその力を伸ばすことが

できているのではないだろうか。 

一方で、「「課題を見つけて進んで学ぶ」「進んで発表する」の項目で約８割

の児童が、また、「話題につなげて発言する」の項目で約７割の児童が で

きている」 だいたいできている」と回答するなど、他の項目よりも低い水

準となっている。 

これは、方法がわからなかったり苦手意識があったりと経験不足であること

を示していると考える。今後の手立てとして、自ら課題を見つけて解決して

いくための方法や話題につなげて発言するための技を提示したり、できるこ

とからさらに自信につなげられるよう支援したり、教師とともに様々なこと

を体験しながら一緒に取り組んでいく経験が必要であると考える。 
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２年のふり返り 
年度当初に学年で集まり、学年目標を考えた際、1 年生から 2年生に上

がり、1 年生のお世話をしたい、かっこいいお兄さん、お姉さんになりた

い、という意識をもっていた。1 年生と交流する機会を多くもつことで、

かっこいい姿を見せるという意識をもって生活することができていたよ

うに思う。「や③困っている人を助ける」の項目が高いのは、その意識の表

れだと思われる。 

 学習面においては、「か①最後まで話を聞く」の項目が上がっており、こ

れは、学年で あいうえお返事」の掲示などで意識していたことによるも

のだと思われる。 

 あ」は、 あー」。 い」は いいね」。 う」は うんうん」。 え」は え

ー」。 お」は おー」。という友達の発言に対して反応することである。た

だ、最後まで話が聞ける児童が多いのに、「学①話題につなげて発言する」

が低いのは、自分と友達の考えとの似ているところや違うところなど意識

して聞けていないからではないかと思われる。今後の課題としては、ハン

ドサインをして常に自分の考えと似ているのかなど意識して聞くように

したい。 

また、「か②課題を見つけて進んで学ぶ」が低いのは、方法がわからない

などが考えられる。今後は、自分たちの興味をもつような話題を提示し、

自分たちから進んで調べたいと思えるような課題設定をする必要がある。 

 児童と保護者の感じ方の大きく異なる項目としては、「か③進んで発表

する」が挙げられる。保護者が上がっているのに対し、児童は下がってい

る。授業中、手を挙げる児童はもちろんいるが、なかなか全員が手を挙げ

られてはいない。自分の考えに今一歩自信をもてず挙手することに抵抗が

ある児童がいる。まずは、ペア活動で話し合い、自信をもって自分の考え

が発言できるようにしていきたい。 

また、「や②思いやりをもって接する」項目について、保護者が１００％

近くであるのに対し、児童は約９０％で差がある。学校生活では、沢山の

友達がいる中でかかわりが生まれるため、友達と意見が合わず、ちくちく

言葉を言ってしまう場面が見られた。相手の気持ちを考えて行動すること

ができるように指導していきたい。 
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３年のふり返り 
４月に３年生全員で集まり学年目標について話し合ったとき、子どもた

ちの中から、中学年の仲間入りをしたのでそれまで以上にまわりを見て互

いに協力し合うこと、下級生のお手本となりわからないことは教えたり手

助けをしたりすることなどの意見が出た。実際に４月から学校生活の中の

様々な場面においてそのような行動がよく見られたので、今年度は多くの

子どもがそういった意識を最後までもち続けたと考えられる。アンケート

で「や②思いやりをもって接する」「や③困っている人を助ける」の項目が

２学年のときより上がっているのもその表れだと思われる。 

学習面においては、「か②課題を見つけ進んで学ぶ」が上がっており、こ

れは３学年になって総合的な学習が始まったことや、また社会科や理科な

どで学習課題を見つけ資料や実験方法を模索したり考えの根拠を示した

りするなど、探究型の学習が増えてきたことが一つの要因だと考えられ

る。 

班や号車などグループによる話し合い、学習活動も増えたため、「学①話

題につなげて発言する」「か①最後まで話を聞く」も上がっている。ただ、

学習内容が増加しその分難しくなってきたため、自分の考えに今一歩自信

をもてず挙手することに抵抗が出てきたのか、「か③進んで発表する」項目

は下がっている。 

子どもと保護者の感じ方の大きく異なる項目としては、「や①あいさつ

する」が挙げられ、保護者が下がっているのに対して子どもは反対に上が

っている。 

教師の側から見た目では、こちらから挨拶をすればそれに応える子ども

が多いのだが、自分から挨拶するというのは少ないように感じられた。た

だ、この項目においては、この挨拶は教師や保護者が大人に対しての挨拶

と考えていることに対して、子どもとしては主に自分たち子どもどうしの

挨拶と受け止めている可能性があり、考え方の乖離が原因とも考えられ

る。 

そのほか、外遊びについては昨年度よりも少なくなったと保護者が感じ

ているように、子どもたち自身も同じように少なくなったと感じているよ

うだ。 
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保護者アンケート４年 ４年保護者 昨年の３年保護者

４年のふり返り 
４年生になり思春期を迎えた児童が多い。友達との関わり方に課題が生じ

たり、反抗的な態度をとったりする児童も増えてきた。そんな中でも、年度

当初の学年集会では 自分のことだけでなく周りのことも考えられるように

なろう」と前向きな意見が多く聞かれた。 

子どもアンケートでは、「か①最後まで話を聞く」は昨年度とくらべて、結

果的に大幅な伸びはないが、担任の実感として身についてきたと感じる。教

師に向けて話す児童が多かったが、誰に伝えるのかを意識したり、相手の話

を聞く意識をもったりすることができるようになってきた。今後も継続的に

指導を続けていきたい。 

また、「た③協力して行動する」「や②思いやりをもって接する」が 9割を

超えている。授業の中で友達と教え合ったり、分からないことを自分から聞

きに行ったりする取り組みを行っている。そのおかげで、児童の中に助け合

いの心が育ってきたと考えられる。 

一方で「や③困っている人を助ける」が昨年度にくらべて大幅に下がって

いる。これは、自分本位に行動してしまうことが起因していると考えられる。

そのため、今後は高学年として、また学校の代表としてリーダーシップをと

る機会を増やしていきたい。委員会やクラブ活動、スマイルタイムなどを通

して自分のことだけでなく周りのこと、下級生のことも考えるように指導し

ていきたい。 

さらに、「学①話題につなげて発言する」も昨年度に比べて下がっている。

学習内容の難しさや 間違えたくない」という自信のなさから消極的になっ

ているのだと考えられる。そこで、ペアや小グループでの意見交換の機会を

増やし、相手の意見に対する自分の考えを述べたり、少しずつでも会話に参

加したりすることができるようにしていきたい。 

また、保護者と児童のアンケートの回答の差が大きいのが「か②課題を見

つけ進んで学ぶ」の項目である。これは、児童と保護者で課題に対する認識

に差があるのではないかと考える。そこで、児童のがんばりを認め、価値づ

ける機会を増やしていきたい。そのためには、保護者と学校で連携をとり、

情報を共有することが必要である。今後は、今まで以上に児童のよいところ

を見つけ、そこをさらに伸ばしていけるようにしたい。 
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５年のふり返り 

学年当初に今年度の学年目標として 五つの愛（合い）」を設定した。

高学年となり、自分たちで進んで学校の運営や学級づくりに関わりたい

という姿から、学び合い・支え合い・認め合い・高め合い・笑い合いを

目標とした。 

児童のアンケートを見ると、学年目標からお互いをよく理解しようと

する姿が、「最後まで話を聞く」という姿につながったと考えられる。

また、５年生での行事の一つとして、八ヶ岳自然教室があった。その中

で、「協力して行動する」ことや、「思いやりをもって接する」姿が育ま

れたと思われる。自分たちで、考えて行動し多くの経験をしたことが、

このような結果につながっている。 

しかし、「進んで発表する」や「自分のよさを生かして行動する」の

項目が昨年度よりも低下している。学年目標の中の、 認め合い」がそ

れらの項目の上昇につながると考える。お互いが認め合われている場で

あることで進んで発表しようとする意識が芽生え、他者から認められる

ことで自己有用感や自己肯定感が育まれると考えている。お互いを認め

合う姿は、これからも継続して声かけを行っていく。 

児童のアンケート、保護者のアンケートともに「外で遊ぶ」の項目は、

昨年度よりも低下している。保健の学習や家庭科での学習の中で、外で

体を動かすことが体や心の健康につながることを学習した。学習したこ

とを生かしていけるよう、お互いに声をかけ合い外で遊ぶ時間を多くで

きるよう指導していく。 

全体を通して、児童の昨年度のアンケート結果と形が似ていることか

ら児童の感じている部分には、大きな変化がなく、「進んで発表する」

ことが課題であったり、他者と協力することや思いやりをもった態度で

過ごすことができたりすることが学年として特徴である。課題は改善で

きるよう次年度に生かしていき、長所は伸ばしていくことができるよう

に指導していきたい。 
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６年のふり返り 

最高学年としての１年間が終わろうとしている。 COLORS～自分色～ 

関わり合う 認め合う」を学年目標に、 個性を大切にしながら友達と関

わり、異なる個性を認めること」をめざして指導してきた。 

児童のアンケートを見ると、１２項目中昨年度より上昇したのが２項

目、１０項目で低下している。それだけを見ると残念なデータだが、実

態はその通りとは限らないと考える。 

まず上昇した項目について。「か①最後まで話を聞く」の項目。例え

ば学年で集まったときに、前に立って話す担任や、発言する友達の話を

静かに聞く態度に大きな成長を感じた。これは話し手を大切にする、相

手意識の向上であると考える。この点を児童も意識していることが見え

て、担任としてもうれしく思う。 

「た①朝食を食べる」は、特に成長期の６年生にとって、とても大切

な項目である。午前中の学習の集中力にも大きく関わるものである。そ

の向上は、本人の意識もさることながら、ご家庭の対応あってのもので、

大変ありがたい。 

その他の項目は昨年度より下がっているが、担任から見て、そうでは

ないと思えるものもある。 

下級生が給食の下膳の際に牛乳をこぼしてしまったとき、素早くティ

ッシュを用意して床を拭いたり、低学年の子が泣いていると、声をかけ

て困りごとを聞き、解決しようとしたりしていた。これは、 や②思い

やりをもって接する」や、「や③困っている人を助ける」に当てはめら

れそうだ。最高学年として、下級生に対する良い態度が多く見られた。 

「た③協力して行動する」も低下しているが、実感できる機会が少な

かったこともあるのではないか。５年生の時は２泊３日をともにする自

然教室があったが、今年度はそれほどの行事がなかった。その点で、協

力して行動する良さを、児童が感じられる機会をもっと意図的に設定す

べきだったと反省している。しかし、先日の 旅立ちの会」では、 ぶ

ち合わせ太鼓」で、心を一つにして演奏に取り組む姿が見られた。現在

は卒業式に向けて、 かっこいい、５年生があこがれる卒業式」 保護者

や教職員に成長した姿を見せる」ことをめあてに、取り組み始めたとこ

ろである。 

 総じて 相手意識=相手の立場に立つこと」の向上が見られた１年

間だったといえる。これは生涯にわたって必要な資質である。成長を認

めながら、卒業まで指導していく。 
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その他 

＜学校は安全に気をつけて、安心して通える場所になっている＞子どもの意識調査では高学年の肯定的回答率が低くなっており、子どもの意見に耳を傾けつ

つ、次年度に向けて学校全体で検討し改善策等を探るべき課題であると考えています。 

＜気になることや心配なことがあるとき、学校は相談しやすい＞上記に似て、子どもの意識調査では４年生以上の肯定的回答率が低くなっています。本校で

は、2018年よりＭステ（学びケアステーション）を設けるなど児童の多様性に応じた方策を講じてきましたが、学校全体であらためて見直し更新していくべき

時期であると考えています。 

＜スマホや SNS の使い方について、家で話し合ったりルールを決めたりしている＞スマホや SNS については、児童どうしのトラブルとなる要素を多く含む一

方、実態がつかめないところもあり、今後、情報交換を含め保護者・家庭や地域と連携・協力、協働してできることを進めていきたいと思います。 


